
改 訂 13 版 の 序

ここに刊行された改訂 13版は，我が国の『解剖学用語』の伝統を踏まえ，国際解剖学会

議（International Federation of Associations of Anatomists, IFAA）の用語委員会

（Federative Committee on Anatomical Terminology, FCAT）が編纂した“Terminologia

Anatomica”（1998, Thieme）を尊重して，新たに編まれたものである．その第一歩にあ

たるものとして，1999〜2002 年度の解剖学用語委員会（清木勘治委員長）は 2002 年

3月に『日本語による解剖学用語』を報告し，これは，日本解剖学会のホームページで公開

された．2003〜2006 年度の解剖学用語委員会（坂井建雄委員長）は，廣川信隆理事長か

ら日本語・ラテン語・英語の用語を含む新たな解剖学用語集を作成するようにとの委嘱を受

けて，新しい解剖学用語集を編纂するための準備を始めた．基礎データの作成を前提に，編

集作業と用語集の出版を複数の出版社に打診したところ，幸いにも医学書院に引き受けてい

ただけることとなった．旧版の『解剖学用語』を出版していただいた丸善からも了解を得

て，新たな用語集の編纂を始めることができた．

しかし『日本語による解剖学用語』の日本語の語彙と“Terminologia Anatomica”のラ

テン語・英語の語彙を照らし合わせて新しい用語集の語彙を確定することは，思いの外の難

事業であった．用語委員は，領域を分担して新しい用語の確定作業を行ったが，2つの用語

集の語彙の過不足と不一致にしばしば悩まされることとなった．これは，用語の配列が構造

を持っておりその構造に依存して語彙が定められているという解剖学用語の特性を考えれば

当然のことであり，またこの用語集がこれまでのものとは次元を異にするまったく新しい企

画であった証左である．

我が国の『解剖学用語』はその初版以来，国際解剖学用語集の基本構造をもとに作られて

きた．最初の国際解剖学用語集“Nomina Anatomica”（B.N.A.）は，1895 年にバーゼル

の解剖学会で制定され，各国語で書かれた用語の基準となるように，ラテン語で表記され

た．国際解剖学用語集はその後，1936 年のイェナの解剖学会で大改訂され（J.N.A.），

1955 年のパリの国際解剖学会でも大改訂され（P.N.A.），それ以後小改訂を繰り返して

1989年の“Nomina Anatomica”第 6版に至った．この間，ラテン語で表記することと，

最初の用語集以来の基本的な構造は保持された．我が国の『解剖学用語』は 1987 年の改

訂 12版まで，この国際解剖学用語集に準拠して日本語とラテン語で表記され，基本構造も

変わらなかった．改訂 12 版では，「組織学用語」と「発生学用語」が新しく加えられ，そ

れまでの肉眼解剖学領域の用語は「一般解剖学用語」として区別された．

しかしその後，国際解剖学用語集に大きな変化が生じた．1989 年に新しく組織された

FCAT のもとで，新しい国際解剖学用語集が企画され，1998 年に“Terminologia
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Anatomica”として出版された．この用語集では，用語がラテン語と英語で併記されてお

り，さらに用語配列の構造も大きく変化した．最も大きく変わったのは，中枢神経の領域で

ある．これは学問の内容そのものが大きく発展した領域であり，これまでの用語集の基本構

造および語彙が時代遅れになったことを意味している．同様の問題は，他の領域においても

多かれ少なかれ生じていた．『解剖学用語』も時代とともに変化すべきものであることが痛

感される．

1999〜2002 年度の解剖学用語委員会による『日本語による解剖学用語』では，

“Terminologia Anatomica”で新たに加わった語彙に対応する日本語の用語が作られ，それ

までの『解剖学用語』に付け加えられた．基本構造としては旧版の『解剖学用語』を踏襲

し，不足する語彙を補ったものである．日本語の用語のみを表記したために，2つの用語集

の間での基本構造と語彙の相違という根本的な問題は表面化することがなかった．今回の

13版で取り組んだのは，この基本構造の異なる用語集を統合させ，伝統を生かしながら学

問の進歩に対応するという，地道で困難な作業であった．幸いにも関係者の献身的な努力に

より，日本語・ラテン語・英語を対応させた用語集を，2 期 4 年間にわたる用語委員会の

任期中に完成させることができた．また，本用語集の作成が終盤に近づいた 2006年 9月

1 日から 2カ月間にわたり，日本解剖学会のホームページ上で本用語集の語彙案を公開し

たところ多くの方からご意見を寄せていただき，用語集の内容を改善することができた．と

はいえ，厳しい時間的な制約のために，すべての語にわたって十分な検討を尽くすことはで

きなかった．用語集の改訂が，今後の解剖学用語委員会の課題であり，本用語集を利用され

る方々からご指摘とご意見をお寄せいただくことを期待している．

今回の 13版には，組織学用語と発生学用語を含めていない．FCATによる『国際組織学

用語集』“Terminologia Histologica”の刊行が，今回の用語集に間に合わなかったことも

一因ではあるが，構造化された用語集という形が，組織学と発生学という急速に発展する学

問分野に相応しいかという根本的な問題も残されている．1895 年の“Nomina

Anatomica”では，肉眼解剖の領域に敢えて用語を絞ったこと，『解剖学用語』の 12 版で

採用された組織学用語，発生学用語が，解剖学者からもあまり利用されなかったことも，考

慮すべき点であろう．

『解剖学用語』の今後の課題として，医学の他の領域の用語との調整，デジタル情報化へ

の対応，といった現代的な問題がある．とはいえ，解剖学の用語は，医学のあらゆる分野の

基礎であり，多くの人が安心して使える安定した用語集であることが求められる．そこにこ

そ，単に語彙を羅列したのではない，構造化された用語集である『解剖学用語』が生き続け

る理由があると思われる．

この用語集は，解剖学用語委員会のメンバーおよび医学書院医学書籍編集部の方々の緊密
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な協力と献身的な努力によりできあがった．『解剖学用語』および『日本語による解剖学用

語』という伝統を残していただいた諸先輩，この用語集の編纂を温かく支援していただいた

廣川信隆理事長を始め日本解剖学会の常務理事会および理事会の方々，さらに用語集に関心

を寄せていただいた日本解剖学会のすべての会員の方々に感謝申し上げる．

2007年 1月

日本解剖学会 解剖学用語委員長

坂 井 建 雄
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